
 

 

 

 

 

 

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

令和元年度 第１回 定時理事会 

議 事 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

 

  



 

１ 

 

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

令和元年度第１回定時理事会議事録 

 

日時  令和元年５月１０日（金） 

    午後１時２０分 開会 

場所  調布市武者小路実篤記念館 

    地下作業室 

 

 

出席理事（５人） 

     理事長    武者小路知行 

     常務理事   大 木 正 勝 

     理事     柏 原 公 毅 

     理事     安 本 登喜子 

     理事     濱 嶋   稔 

   

出席監事（２人）    

     監事     新 井 七 吾 

     監事     源 後 哲 郎 

 

相談役         福 田  宏 

 

事務局  事務局長   福 島 さ と み 

     次長     伊 藤 陽 子 

     総務係主任  石 井 めぐみ 

 

陪席  

郷土博物館 館長    小 林 正 雄 

 

（午後２時３７分 閉会） 
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［議事次第］ 

         －理事長挨拶－ 

 

第１ 議題 

 （１）審議事項 

   ア 議案第１号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   イ 議案第２号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   ウ 議案第３号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   エ 議案第４号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   オ 議案第５号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   カ 議案第６号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

   キ 議案第７号 平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記

念館事業報告（案）の承認について 

   ク 議案第８号 平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記

念館収支決算（案）の承認について 

 （２）報告事項 

   ア 報告第１号 令和元年第２回調布市議会定例会に提出する一般

財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報

告について 

 

 

第２ その他 
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○事務局長  それでは、定刻よりも少し早いんですけれども、皆様そろ

われましたので、これより令和元年度一般財団法人調布市武者小路実篤記

念館の第１回定時理事会を開催させていただきます。 

 さて、本財団法人は本年４月から調布市武者小路実篤記念館の指定管理

者として第２期目をスタートしました。第１期の５年間に比べますと、第

２期は１０年間と受託期間は長期になります。今後とも第１期と変わらぬ

ご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 また、お手元には展覧会等の資料を配付させていただいておりますので、

ご確認をお願いいたします。 

 それでは、初めに武者小路理事長よりご挨拶申し上げます。よろしくお

願いいたします。 

○武者小路理事長  どうもお疲れさまでございます。何か気候のほうが

暑かったり寒かったり変動が大きくて体がついていくのがちょっと大変か

と思いますけども、皆様も健康のほうご留意いただいて、先ほどお話があ

りましたとおり、指定管理者１０年今度続きますので、皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

○事務局長  はい、ありがとうございました。 

 それでは、理事会の開始に当たりまして、議長は一般財団法人調布市武

者小路実篤記念館の定款第３３条の規定により理事長が行うこととなって

おります。 

 それでは、武者小路理事長、これから議事進行をよろしくお願いいたし

ます。 

○武者小路理事長  では、議長を務めさせていただきますので、議事進

行に関して皆様のご協力をお願いいたします。 

 まず初めに、本会の定足数について事務局から報告をお願いいたします。 

○事務局長  はい。本日の理事会は、理事６名中５名の理事が出席して

おり、定足数を満たしております。このことから一般財団法人武者小路実

篤記念館の定款第３４条の規定により本理事会は成立していることをご報

告いたします。 

 なお、本日は監事お二人にもご出席いただいております。また、本日は、

主管課でございます調布市郷土博物館の館長の小林館長が陪席させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○武者小路理事長  それでは、審議に入ります前に、今期理事が本日の
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定時評議員会をもちまして２年間の任期満了となります。理事の皆様、大

変ご苦労さまでございました。 

 それでは、次に、本理事会の議事録の署名につきまして、一般財団法人

武者小路実篤記念館の定款第３７条の規定により理事長である私、武者小

路知行と本日出席されている監事のお二人、新井七吾監事、源後哲郎監事

にお願いすることといたします。 

 続きまして、議事次第のとおり議事を進めてまいります。 

 まず初めに、議案第１号から第６号まで「一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者について」を議題といたし

ます。全て本日の定時評議員会に提出する候補の審議でありますので、一

括説明としてお願いいたします。 

○事務局長  はい。それでは、議案第１号「一般財団法人調布市武者小

路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者について」から議案第６

号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事

候補者について」まで一括してご説明させていただきます。 

 説明に入ります前に、今回理事候補者６名の名簿を皆さんのお手元に配

付させていただきました。説明に従いましてごらんいただければと思いま

す。 

 なお、理事候補者６名の方については既に前回履歴書等によりご紹介申

し上げておりますので、今回は経歴のご紹介は割愛させていただきます。 

 それでは、説明させていただきます。 

 これまでの理事の任期が２年で、本日令和元年５月の定時評議員会まで

となっております。理事会での理事の任期満了に伴い改めて理事候補者を

決議いただいた後、その候補者について評議員会で議決をお願いするもの

でございます。 

 理事候補者名簿の上から順に、議案第１号の理事候補者は武者小路知行

氏、議案第２号の理事候補者は大木正勝氏、議案第３号の理事候補者は柏

原公毅氏、議案第４号の理事候補者は岩本宏樹氏、議案第５号の理事候補

者は安本登喜子氏、議案第６号の理事候補者は濱嶋稔氏でございます。理

事候補者６名いずれもこれまで理事をされてこられました。改めて理事候

補者としてお願いいたしたく、よろしくご検討のほどお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案１号から議案第６号までの

説明がありました。 
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 それでは、まず初めに、議案第１号「一般財団法人武者小路実篤記念館

定時評議員会に提出する理事候補者 武者小路知行について」ご質問はご

ざいませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  特にありませんということですが、それでは、異議

なしと認め、議案第１号「一般財団法人武者小路実篤記念館定時評議員会

に提出する理事候補者について」承認することといたします。 

 次に、議案第２号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者 大木正勝氏について」ご質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第２号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は承認することといたします。 

 次に、議案第３号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者 柏原公毅氏について」ご質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第３号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は了承することといたします。 

 次に、議案第４号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者 岩本宏樹氏について」ご質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第４号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は了承することといたしました。 

 次に、議案第５号「一般財団法人武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者 安本登喜子氏について」ご質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第５号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は了承することといたしました。 

 次に、議案第６号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者 濱嶋稔氏について」ご質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 
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○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第６号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は了承することと決定いたしました。 

 続きまして、議案第７号「平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実

篤記念館事業報告（案）の承認について」を議題といたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局次長  議案第７号「平成３０年度一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館事業報告（案）の承認について」。 

 上記の議案を提出する。令和元年５月１０日。提出者、一般財団法人調

布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路知行。 

 提案理由。平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事業報

告の承認を求めるため、提案するものであります。 

 それでは、平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事業報

告（案）をお手元でごらんいただきながらご説明を申し上げます。 

 １ページ目、概要でございますけれども、平成３０年度は、一般財団法

人調布市武者小路実篤記念館が発足して６年目、指定管理者としての業務

は５年目の指定管理期間最終年度でございます。 

 設立理念に基づいてこれまでの実績などを生かしながら、市民が誇る文

化の拠点として、また、教育・文化の場となるように努めてまいりました。

組織運営面におきましても、効率的、安全継続性のある運営を構築するよ

う努めてまいりました。 

 その下のところに事業目標が掲げてございます。 

 それでは、３０年度に実施した事業につきまして主要なものをご説明し

てまいります。 

 ８ページ以降、表をごらんいただきながら説明してまいりたいと存じま

す。 

 展示事業でございます。 

 表の一番上から２段目になりますが、春の特別展「誰でも画はかける」

～小池邦夫がえらぶ武者小路実篤の書画～を開催いたしました。小池邦夫

さんは絵手紙作家として活躍されておりますが、監修をいただいて開催と

いうことで、このような試みは初めてでございました。絵手紙の会員の

方々など新しい層の見学につなげることができました。 

 秋の展覧会いたしましては、新しき村が１００周年を迎えるということ

でそれを記念いたしまして、「新しき村の１００年」を開催いたしました。
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８ページの表の中ほどのところにございます。実篤の仕事の柱の一つであ

る文学と美術と新しき村ということですが、そちらの新しき村の歴史と、

それから、実篤の考え方、それから、評価などについて紹介する展覧会と

いたしました。こちらは新しき村自体の１００年ということの話題と、そ

れから、コミューンに関心のある方々という新しい層の見学につながる形

になりました。 

 その１００年の特別展に合わせまして、調布市文化会館たづくりの展示

室と連動する形で「新しき村美術展」を開催いたしました。こちらは新し

き村の会員と実篤の美術作品を主に展示いたしまして、新しき村が社会活

動としてだけではなくて、個性発揮、それから、自己表現という面を持っ

ていることについての紹介という形で展覧会を開催いたしました。本日お

配りした中の参考資料１の１ページ目のところに移動展の様子が写真で掲

載してございます。 

 次に、普及事業でございます。事業報告（案）の９ページからが表にな

っておりますので、こちらをごらんいただきながらご説明いたします。 

 講演会・講座等事業につきましては、平成３０年度は２４件、３６回の

開催をいたしました。このほかにスタンプラリーであるとか、鑑賞を促進

するための工夫などを行っております。 

 春の特別展では監修者による講演会を開催し、展示と普及活動の効果的

な連携となりました。 

 秋は、秋の特別展とたづくりの移動展に合わせましてさまざまな普及事

業を行いました。 

 １０ページをごらんいただきたいと思います。 

 平成２９年度から撮影を行ってまいりました映像を作品化して、創立記

念日である１１月１４日に上映し、さらにあわせて新しき村の会員からお

話を聞く会を開催いたしました。 

 そのほかに文学講座であるとか、映像の視聴会であるとか、そういった

ものを開催して、展覧会だけではわからない、表現し切れない部分につい

ての理解が深められるようにいたしました。表は１０ページの中ほど、そ

れから、参考資料１の２ページのところに行事の写真などがございます。 

 記念館での特別展とたづくりでの移動展が同じテーマで連携しておりま

したので、両方を見ていただきたいということで、２つの会場をつなぐ動

機づけとしてスタンプラリーを行いました。 

 それから、平成２９年度に引き続きましてオンラインゲーム「文豪とア
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ルケミスト」とのタイアップ企画ということで両方の会場にパネルなどの

展示をいたしました。これによりまして二、三十代の女性の見学者などが

訪れる動機づけということになりました。 

 このスタンプラリーとタイアップ企画につきましても参考資料１に会場

などの写真が載っています。 

 それから、他の自治体や近隣の美術館との連携を進めまして、これまで

も参加しておりました多摩川流域自治体交流イベントラリーに加えて、府

中市美術館、小金井市立はけの森美術館と実篤記念館の３館でのスタンプ

ラリーを開始いたしました。こちらは参考資料の２ページ目の下のほうに

写真を掲載しております。 

 次に、学校教育との連携でございますが、１１ページから１２ページに

表にまとめてございます。 

 平成３０年度に主に特徴的なことをご説明申し上げますと、夏休み行事

の案内チラシを全生徒配布しておりますが、この表紙の制作をこれまで第

四中学校に依頼しておりましたが、連携先を広げまして第六中学校の美術

部の部員の生徒さんに描いていただきました。こちらも参考資料１の３ペ

ージ目のところにピンク色のチラシの写真が載っておりますので、それを

ごらんいただければと思います。 

 それから、新たな取り組みといたしまして、第四中学校の部活動の協力

を得まして、３月に吹奏楽部の演奏と茶道部による野点を楽しむ会を開催

いたしました。部活動の成果発表ということができまして、中学生と地域

の人々の触れ合う機会となりました。吹奏楽部の演奏と茶道部による野点

を楽しむ会につきましても参考資料１の４ページ目、最後のページのとこ

ろに写真を掲載させていただいております。 

 次に、ボランティア事業でございます。１３ページになります。 

 平成３０年度当初の登録者が２６人ございました。ボランティアガイド

は、利用者、ボランティアともに満足度が高く、平成３０年度につきまし

ては原則として土曜・日曜を交互に行う形で実施いたしました。 

 環境整備グループにつきましては、平成２９年度の後半から実篤公園菖

蒲園の手入れを始めたんですが、これを継続したことで開花数が増えて来

館者から好評を得ることができました。 

 次に、友の会事業でございます。１３ページの最後のところでございま

すが、平成３０年度の会員数は７１人です。隔月でニュースの発行をいた

しました。 
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 次に、広報事業でございます。１４ページ、１５ページをごらんいただ

きながらご説明いたします。 

 広報、情報提供は前年に引き続き適切な発信と内容の充実に心掛けてま

いりました。 

 特徴的な部分といたしまして、１５ページの上の段ですが、印刷編集・

刊行の事業につきまして、新しき村の１００周年特別展の図録を今後とも

活用できる記録とするために１００ページ余りのものとして発行いたしま

した。こちらも参考資料１の２ページのところに写真を掲載いたしており

ます。 

 ホームページは年間通して更新などを行ってまいりました。 

 ぐるっとパス事業につきましても、平成３０年度も東京ミュージアムぐ

るっとパス２０１８に参加いたしました。利用者数が６４４人ということ

でございます。 

 それから、次に、１６ページから１７ページにかけてでございますが、

資料収集・管理事業でございます。 

 １６ページのアのところでございますが、平成３０年度の収集はこのよ

うな数となっております。特徴的なものといたしましては、河出書房の編

集者だった方からゆかりの資料・作品など６７点、署名本なども含みます

が、そういったもののご寄贈がございました。購入といたしましては、新

しき村関係の資料の購入が主となっております。 

 続きまして、資料の整理・保存でございます。１８ページ、４番になり

ます。 

 平成３０年度の主な動きといたしましては、この表に出てくるものでは

ないのですが、旧武者小路実篤邸の国の登録有形文化財の登録に向けて郷

土博物館と連携して対応し、成果といたしまして平成３０年１１月に登録

をされました。 

 このほか、１８ページ、下のほうのイのところに修復などがございます

が、こういった傷みなどのある作品の修復、複製制作などを行いました。 

 次に、１９ページのウ、データベースについてでございますが、所蔵品

データベースの登録件数が４万８９６件と前年に対して５１９件の増加、

また、利用者数が４５７万８,０８８件なんですが、前年度から倍近いア

クセスがあるという状況でございました。前年の後半からゲームなどの関

係で利用に入ってきた方々などの利用が増えてきていて、それが継続して

いるものかと考えられます。 
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 閲覧サービス、それから、情報公開事業でございます。１９ページから

２０ページになります。 

 閲覧サービス、１９ページの閲覧サービスの表をごらんいただきたいと

思います。利用者数が４,２４０人で前年から少し減少となっているんで

すけれども、平成２９年度はゲームとのコラボレーションによりまして入

場者数が一時的に非常に増大しております。この平成２９年度と平成３０

年度に関しましては入場者数に対する閲覧利用者の割合はほぼ同じです。 

４３％程度が閲覧室を利用していただいております。 

 次に、２０ページでございますが、２０ページの６番、調査・研究事業

でございます。調査・研究につきましては非常に件数が多いんですが、主

なものといたしましては、特別展が平成３０年度にございました新しき村

について、平成２９年度から引き続き資料の調査、それから、新しき村の

現状の記録などを行ってまいりました。 

 また、調布市が映画の町であることを踏まえて、過去に映画化された実

篤の文学作品に関する資料の調査を集中的に行いました。いずれ調査の結

果を生かして展覧会につなげてまいりたいと思います。 

 それから、平成２９年度から借用しております長與善郎に関する資料の

整理と調査を進めました。こちらが２２ページまで一覧にしてございます。 

 次に、自主事業でございます。２３ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

 ここでおわびと訂正なんですが、この物品販売事業のところで下から４

段目、トートバッグのところの制作時期というのが誤字になっておりまし

て、これは「平」という字が出てしまっているんですが、これは正確には 

１２月ということで、訂正が間に合いませんで、申しわけございませんで

した。 

 自主事業、アの物品販売事業でございますが、毎年行っておりますバレ

ンタインシーズンのチョコレート、限定チョコの販売ですが、反響が大き

く、平成２９年度２,５００個から５００個増やしまして総数３,０００個

で行ったんですが、市内で販売した２,５００個については６日間での完

売ということになりました。 

 それから、来館者アンケートなどでずっとミュージアムショップについ

て評価がややはかばかしくないということがございました。それから、平

成２８年、２９年度のミュージアムアドバイザーからもご指摘受けており

ましたので、ミュージアムショップのリニューアルを実施いたしました。
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これによってショップ空間の魅力が上がりまして、販売も順調ということ

でございます。 

 ２３ページ、下の段、自主事業でございますが、桐朋学園大学、それか

ら、先ほど学校連携でもご紹介いたしました第四中学校の部活との協力で

２回のコンサートを行ったということ、それから、朗読ワークショップの

開催をいたしました。 

 ２４ページでございますが、広告のところで、仙川駅前にございます案

内看板に案内広告の掲載をいたしました。こちらもお配りした参考資料１

に状況の写真を掲載しております。 

 ２４ページ、施設管理運営事業でございます。平成３０年度は開館日数

が３０８日、利用者総数が９,８９５人でした。 

 ２５ページに一覧表になってございますけれども、利用総数でございま

すが、平成２９年度の１万１,２３３人に対して１,３３８人減少はしてい

るんですけれども、これは利用者数が前年のアルケミストとのコラボのと

き、２,５００人８月に増えているので、それに比べれば少ないというこ

とだと思います。平成２９年度はちょっと特殊ということで、通常の年度

と比べますと、平成２７年度が９,９５６人でしたので、ほぼ差がないと

いうことだと思います。本日お配りした参考資料の２に３年間の利用者推

移がございますので、それで対比をごらんいただけたらと思います。その

場合なんですが、平成２８年度は空調改修工事で１１月から３月の間、休

館しておりまして、比べにくい部分があるかと存じます。 

 それでは、戻りまして、６ページをごらんいただきたいんですけれども、

指定管理業務としての実篤記念館の施設管理運営でございますけれども、

平成３０年度は主なものといたしまして、３カ年計画で行ってきた収蔵庫

の二酸化炭素消火装置のガス弁の交換が最後の３年目でございましたので、

こちらを実施いたしました。また、展示室床の木ブロックの目地の補修、

それから、雨漏り修繕などが主な修繕となっております。 

 それから、平成３０年度につきましては、隔年で実施しております環境

調査を行いまして、収蔵環境、展示環境の状況の把握をすることで保全に

努めてまいりました。 

 日常的な管理につきましては２７ページと２８ページに表がございます。

それから、修繕につきましては３０ページに一覧にしてございます。 

 また、平成３０年度はミュージアムアドバイザーがつきまして、施設・

設備の運営管理についてのアドバイスをいただきました。本日お手元に報
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告書をお配りしておりますので、詳しくは後ほどその報告でご説明をさせ

ていただきます。 

 戻りまして、７ページの実篤公園の日常管理でございますが、緑と公園

課から受託して５年目となります。公開に関する業務、それから、日常管

理、それから、あと、状況の把握に努めまして、必要に応じて緑と公園課

に報告するとともに協力して対応に努めてまいりました。 

 また飛びますが、２４ページをごらんいただきますと、こちらに日常管

理に関する部分で利用者数などが記載してございます。開園日数が３０７

日、利用者数が２万８,４８９人でした。旧邸公開では１０６日の公開日、

利用者が４,１０９人でございます。 

 ２５ページの利用状況をごらんいただきますと、実篤記念館と公園の利

用者を合計しますと３万８,３８４人ということでございます。こちらも

先ほどと同じなんですが、ゲームとのコラボレーションの関係で平成２９

年度が一時的に増大しておりましたが、比較するといたしますと、平成 

２７年度が通常でございましたので、平成２７年度の通常の状態での利用

状況からしますと、少しですけど、増加ということになります。 

 公園の日常管理につきましては２８ページに一覧にまとめてございます。 

 もう１回、７ページに戻っていただきたいと思います。職員の人材育成

でございますけれども、平成３０年度は、これまでも事業係は研修などに

参加しておりましたが、平成３０年度につきましては総務係の職員につき

ましても研修などへの参加を進めてまいりました。学芸員に関しては館内

での先輩学芸員からの知識や技術の継承も引き続き行ってまいりました。 

 それでは、２６ページ以降の資料についてご説明をいたします。 

 まず、２６ページでございますが、こちらは入館料、それから、特別撮

影の利用料、頒布料の収入の報告でございます。 

 それから、３１ページと３２ページは役員の名簿、それから、理事会と

評議員会の開催の内容の報告となっております。 

 それから、本日お配りいたしました資料の中に利用者アンケートの報告

がございます。館内に設置したアンケートとメールなどで寄せられたご意

見・ご要望・苦情などをまとめたものでございます。アンケートの回収率

は１４.２３％程度ということで、アンケート自体が来館初めての方が書

かれるケースがあるので、少々傾向に偏りがあるかもしれません。 

 平成２９年度以降でございますが、アンケートの回収率もよくなったと

いうこと、それから、女性の割合がやや増えたということ、それから、年
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齢的に言いまして２０代、３０代の割合が平成２８年度以前は１割に満た

なかったんですが、２割近くになっているということ、それから、２ペー

ジ目の７の情報のところなんですが、平成２８年度ですと１７％程度だっ

たものが２４.５％と上がっているということで、そういった傾向が見え

てまいります。 

 それから、４ページ目の１１の今後希望するテーマですが、文学とか、

白樺、交友関係などが上がっていまして、こちらも新しい利用者の希望が

こういうところにあらわれているかと思われます。 

 あわせて、アンケートに書かれた要望などについてもまとめたものをお

つけしておりますが、重複するものもございますので、内容的に６６件を

取り上げてまとめました。苦情が６件、要望が１６件です。それ以外は励

ましとか、お褒めの言葉などが多くいただいております。 

 簡単でございますが、事業報告は以上でございます。 

○武者小路理事長  どうもありがとうございます。 

 ただいま議案第７号の説明がありました。ご質問等ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  特にございませんか。 

 それでは、異議なしと認め、議案第７号「平成３０年度一般財団法人調

布市武者小路実篤記念館事業報告（案）の承認について」は了承するとい

うことと決定いたします。 

 続きまして、議案第８号「平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実

篤記念館収支決算書（案）の承認について」を議題といたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局長  議案第８号「平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実

篤記念館収支決算（案）の承認について」。 

 上記の議案を提出する。令和元年５月１０日。提出者、一般財団法人調

布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路知行。 

 提案理由。平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館収支決

算書の承認を求めるため、提案するものでございます。 

 それでは、今回Ａ３で大きくしておりますので、折り畳んで見にくいか

と思いますが、ご説明をさせていただきながら、ごらんいただければと思

いますが、平成３０年度収支決算をごらんいただいて、本財団の決算につ

きまして公益法人会計に準拠いたしました財務諸表によりご説明させてい

ただきます。 
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 まず、１ページをごらんいただきたいと思います。平成３０年４月１日

から平成３１年３月３１日までの収支決算書でございます。一般会計と特

別会計を分けて作成しており、左から予算額、決算額、差異、説明として

は主な収入や支出の内容をあらわしております。説明の欄に収入・支出の

主な内容について記載しておりますので、差異の大きな項目を中心にご説

明させていただきたいと思います。 

 まず、一般会計、Ⅰ事業活動収支の部（事業活動収入）でございます。 

 １補助金等収入８,６５０万５,０００円、差異はゼロでございます。市

からの人件費、それから、財団運営にかかわる事務費の補助金でございま

す。 

 ２指定管理料収入です。２,８０９万５０００円です。これは市よりの

指定管理業務に対する収入でございます。 

 ３受託事業収入でございます。予算額７１７万７,０００円に対し決算

額が６５５万２,０００円、差異は６２万５,０００円となります。実篤公

園の日常管理の受託事業に加え、２展覧会の受託ということで予算化させ

ていただきました。これは当初宮崎県の木城町が新しき村１００年のため

の記念事業をされるということで展覧会の受託のお話がございましたが、

木城町のご都合の関係で年度途中で事業変更のために受託しないことにな

りましたので、ゼロ円ということで、差異が６２万５,０００円となって

おります。 

 次に、４利用料金収入でございます。予算額１３０万に対して決算額は

１７６万４,８４０円、差異は４６万４,８４０円でございます。実篤記念

館の利用料と頒布料収入でございまして、予算額に対して１３５.８％に

なっております。利用料収入は比較的堅調な利用者数が伸びたということ、

それから、頒布料収入としては春の特別展のパンフレット、秋の特別展の

パンフレットともに好評いただきまして予算編成時に想定した金額より多

くございましてこのような伸び幅になりました。 

 ５諸収入でございます。予算額７４万に対して決算額８３万１,３６４

円、差異は９万１,３６４円でございます。雑収入として９万１,６４０円

ということが差異でございますが、自販機の飲料等の売り上げの収入が増

えたということで比較的堅調な金額になっております。 

 以上をもちまして事業活動収入の合計が、予算額１億２,３８１万 

７,０００円に対して決算額が１億２,３７４万８,２０４円ということで

６万８,７９６円の差異でございます。 
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 次に、（事業活動支出）でございます。 

 １管理費支出でございます。財団運営にかかわる人件費と事務費にかか

わる支出でございまして、予算額８,６５０万５,０００円に対し決算額は

８,３２０万３３６円、差異３３０万４,６６４円でございます。これにつ

きましては残額を全額市へ変換するということになっております。 

 １人件費支出でございます。差異が大きいところで申しますと、社会保

険料が１,１１４万３,０００円に対して決算額が９８２万１１６円という

ことで差異が１３２万２,８８４円でございます。執行率としては 

８８.１％ということでございます。特に社会保険料に関しては主に社会

保険料の給与月額が予定より伸びなかったということと、健康保険料と介

護保険料の減額、それから、雇用保険の対象者が１名減になったというと

ころが比較的差が大きいことになっております。 

 また、旅費に関しては、長距離の旅費が発生しなかったということで 

２６万１,８８２円の差異ということになっております。 

 ２事務費支出でございます。予算額は１,０１６万８,０００円、決算額

は９５１万１,２６３円、執行率が９３.５％でございます。残金は全額市

に返金いたします。 

 差異が大きいところで申しますと、負担金の２０万９,６００円でござ

います。これはぐるっとパスの返還金が１５万円ございます。それが１年

ごとの実行委員会形式で当初１５万負担金を払った後、年度末に精算でご

ざいまして、１５万円が戻ってまいりました。このため、１５万円を最後

に戻し入れしていることから予算の残額がこの金額になっております。 

 次に、公租公課でございます。３３万７,０００円の予算額に対して 

１６万３,４８２円、差異が１７万３,５１８円、一般会計分の消費税１５

万１,８９９円が主なものでございます。一般会計の消費税でございます

が、一般会計からは指定管理料や受託事業収入、利用料収入、諸収入が消

費税の対象となっております。総額に対して課税収入の割合で特別会計と

分けております。平成３０年度の決算では一般会計が８６.７５％、特別

会計が１３.２５％になります。昨年、高鍋町の展覧会を受託したことや

グッズの売り上げ等で非常に消費税が高かったんですけれども、比較的前

年以前の金額に戻ったということでこれだけの金額が残っております。 

 繰出金７万円、これは法人税の一括支払いのための均等割の分で特別会

計より一括で払うためにそちらに繰り出すものでございます。 

 次に、２ページをごらんいただきたいと思います。 
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 ２事業費支出でございます。事業費支出の合計は予算額１,６８９万 

９,０００円に対して決算額は１,６２９万４,５１８円となり、差異は 

６０万４,４８２円で、執行率は９６.４％となりました。 

 普及事業支出に関しては９８.２％の支出でございます。その中で比較

的多く差異がありますのは使用料及び賃借料。これは展示作品の借用料や

著作権や会場使用料にかかわる費用でございますが、新しき村のご協力に

より新しき村美術館の作品借用料が免除になったということでこれだけの

金額が残ったものでございます。 

 ２資料管理事業費支出に関しては差異が２万７０２円ということで、 

９８.８％の執行率。 

 ３情報提供システム事業費支出でございます。こちらも差異が５万 

５,８３３円ということで９８.３％の執行率となっております。 

 ４受託事業支出は、先ほど申し上げましたように、木城町の受託事業が

計画変更となりましたので、実施しなかったということで全ての支出がゼ

ロ円となっております。 

 ３施設管理費支出でございます。予算額が２,０３６万３,０００円に対

して決算額が２,０２８万５,３４９円、７万７,６５１円の残でございま

す。執行率は９９.６％でございます。 

 １施設管理運営事業費に関しては実篤記念館の施設管理にかかわる費用

でございます。こちらは９９.８％の執行率。 

 ２実篤公園管理事業費、こちらは執行率９９.１％ということで、主に

シルバーに対する実篤公園の日常管理業務、それから、警備、清掃に関す

る委託費の支出でございます。 

 以上をもちまして事業活動支出の計が予算額１億２,３７６万７,０００

円に対して決算額が１億１,９７８万２０３円、差異は３９８万６,７９７

円でございます。 

 そして、事業活動の収入に対してその差額でございます。収支差額が、

予算額の５万円というのは、これは予備費分に当たりますので、後ほど引

かれます。で、決算額に関しては３９６万８,００１円ということでござ

います。 

 次に、投資活動収支の部、これは収支ございません。 

 また、財務活動収支の部でございます。返還金でございます。先ほどの

収支残額の３９６万８,００１円、これは市への返還金ということで補助

金、指定管理料、実篤公園の日常管理料の収支残額を市に返還するもので
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ございます。 

 次に、３ページをごらんください。予備費でございます。予備費支出５

万円の予算額に対して決算額はゼロで差異は５万円でございます。 

 当期収支差額は以上をもちまして予算額、決算額、差異ともゼロ円でご

ざいます。 

 次に、前期繰越収支差額でございます。予算額はゼロでございますが、

決算額は１３万２,５６９円ございます。これは平成２９年度の受託事業

の展覧会の支出残額分ということで昨年度からの繰越金ということで、次

期繰り越しもこの金額が繰り越されます。 

 ２特別会計でございます。 

 特別会計は物販事業が中心、自主事業のものでございまして、平成３０

年度４月１日から平成３１年３月３１日までの特別会計の収支決算額です。 

 Ⅰ事業活動収支の部でございます。１自主事業収入でございます。決算

額が５６７万９,６３０円となりました。 

 物品販売事業では予算を平成２９年度文アルコラボの規模に対応できる

ようにしたこと、当初ミュージアムショップの改修費用を繰入金での対応

を予定しましたが、決算では投資活動収支で対応となりましたので、繰入

金の決算額はゼロ円になったことで差異が３１５万５,３７０円という形

になっております。 

 それから、（事業活動支出）でございます。 

 自主事業支出でございます。予算額８８３万５,０００円に対して決算

額は５３６万４,２１９円、差異を３４７万７８１円でございます。 

 積立金支出は執行がございませんでしたので、ゼロ円でございます。 

 物品販売事業費でございます。予算額７４５万に対して執行率 

６９.８％、決算額４８６万４,５４１円でございます。主に物品の商品仕

入れが中心でございまして、決算額３９８万１,７１８円は商品仕入れに

かかった仕入費４３１万９,０５９円から期末残高、昨年度との差額の 

３３万７,３４１円を引きました３９８万１,７１８円となっております。

支出は９３.９％になっております。 

 また、委託料はミュージアムコーナーの改修委託ということで、設計及

び製作の費用を委託ということで当初は想定しておりましたが、家具製作

にかかわった費用に関しては投資活動支出になるために実際は改修設計に

かかわる委託に関する費用の支出となりましたので、決算額としては２７

万４,０５０円、差異としては１５０万５,９５０円となりました。 
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 公租公課に関しては法人税均等割分を含めて１３万３,７００円、消費

税の特別会計分２万３,２０１円ということで、決算額は１５万６,９０６

円となっております。昨年の費用に関して言えば、２０万程度少なくなっ

ている状況でございます。 

 それから、事業活動支出の計が、決算額が５３６万４,２１９円、事業

活動収支の差額が３１万５,４１１円となりました。 

 次に、Ⅱ投資活動収支の部でございます。 

 投資活動収入はゼロ、投資活動支出に関しては、什器備品の購入支出と

いうことでミュージアムグッズの改修の什器備品費にかかわる１４４万 

５,６８８円ということでございます。支出が１４４万５,６８８円でござ

いますので、投資活動収支の差額がマイナス１４４万５,６８８円となり

ました。 

 次に、４ページをお願いいたします。財務活動収支の部はゼロ円でござ

います。 

 予備費支出はゼロ円でございます。当期収支差額はマイナス１１３万 

２７７円ということで、前期繰越収支差額４５３万３,２３７円からこの

金額を引きました３４０万２,９６０円が次期繰越収支差額となります。

これまでの繰越金を利用した形でミュージアムショップの改修にかかわる

什器の備品を整えたという形になっております。 

 次に、５ページをごらんいただきたいと思います。 

 正味財産増減計算書です。平成３０年４月１日から平成３１年３月３１

日までの一般会計と特別会計を連結した事業全体の収支、資産の増減をあ

らわしております。 

 Ⅰ一般正味財産増減の部です。 

 経常増減の部、１経常収益でございます。個々の今年度の金額に対して

は先にご説明しました収支計算書の内容でございます。右側の欄に増減の

主な理由を記載しております。増減の大きな項目についてご説明させてい

ただきます。 

 諸収入の雑収入でございます。これは移動ケースが破損したということ

で対物賠償保険の支払いがあったということで４１万９,３９２円の増と

なっております。 

 自主事業収入では前年比の売り上げ減ということでございますが、文ア

ルコラボでのグッズの販売やそれに連動した自主事業のグッズの販売増と

いうことがなかったということでこの金額の減となっております。 
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 以上で、ちょうど半ばでございますが、経常収益の合計が、当年度が１

億２,９４２万７,８３４円に対し前年度１億３,７００万８,０８３円、増

減としてはマイナス７５８万２４９円でございます。 

 もう１つ大きい理由としましては、受託事業収入の受託事業展覧会受託、

高鍋町の美術展覧会の受託が終了してマイナス３５０万というのも大きい

金額かと思います。 

 次に、２経常費用でございます。 

 管理費、人件費でございます。これは人件費に関しては期末手当、昇給

等による増が主な増減の理由でございます。 

 社会保険料支出に関しては予算の段階では収支は非常に残りましたが、

前年度に比べまして６４万５,４６８円増ということでございます。これ

は昇級や時給増による増ということと、介護保険対象者が１名増になった

ということで比較的大きな増になっております。 

 次に、事務費でございます。事務費は９５１万１,２６３円の当年度、

前年度は９８９万８,６３０円ということで、前年度より３８万７,３６７

円減でございます。 

 これもどちらかというと次のページ、６ページの一番上の公租公課、消

費税等の減ということが大きくなってございまして、これがマイナス２５

万６８３円というところが増減の大きな理由となっております。 

 次に、事業費でございます。１,６２９万４,５１８円に対して前年度が

２,０４５万２,６３９円、４１５万８,１２１円の減でございます。 

 これは、１つは情報提供システム事業費で９２万５,８６９円の減とな

っております。システム機器が再リースになりました。これによって１年

間再リースということで大きく減額になりまして７５万６,６１７円、そ

れから、システムの一部入れかえの作業という、その前年度に大きな、そ

の単年度のみの作業がございましたので、そういったものの費用が発生し

なかったということで９２万５,８６９円の減になっております。 

 次に、受託事業費でございますが、昨年度は受託事業が終了により全額

差額としてマイナス３０６万７,４３１円となっております。 

 施設管理費でございます。２,０２８万５,３４９円、前年度に対しては

１４１万２,３７０円のマイナスでございます。これは隔年実施の環境調

査と燻蒸の作業の費用差による減が主なものでございます。 

 それから、自主事業費でございます。当年度５４５万４,５７４円に対

してマイナス１１１万２,７９５円ということで、文アルによる売上減に
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よる仕入れの費用の減ということでございますのと、あと、消費在庫の増

ということでこれだけのマイナスになっております。 

 反対に著作権使用料が増えておりますが、文アルのタイアップによる著

作権使用料、それから、長い間在庫がゼロになっておりました２種類の複

製色紙を作成しました関係で、そこで著作権料の増が一括での支払いとい

うことで増となっております。 

 あと、委託料に関してはリニューアルに関する委託費が発生したという

こと、それから、公租公課については収益減による法人税や消費税の減に

よるものでございます。 

 それから、減価償却費という新しい項目が今回出てまいります。表の中

ほどの下、自主事業の欄でございますが、物品販売事業費の最後に減価償

却費を計上いたしました。ショップコーナーの什器備品の減価償却費の当

年度分９万３５５円を記載しております。耐用年数は８年で、什器取得の

費用を８年分で割った金額となります。 

 以上で経常費用計は１億２,５２３万４,７７７円で、前年度に対して 

５８０万７３１円の減となります。 

 当期経常増減額は４１９万３,０５７円で、前年度に対して１７７万 

９,５１８円の減となります。 

 次に７ページをお願いいたします。 

 当期経常増減額の４１９万３,０５７円から返還金３９６万８,００１円

を引いた金額が当期正味財産増減額となりまして２２万５,０５６円とな

ります。昨年度についてはやはりマイナスの１０４万３,７７７円となり

ます。 

 一般正味財産期首残高は４６６万５,８０６円で、一般正味財産期末残

高は４８９万８６２円となります。 

 Ⅱ指定正味財産増減の部です。 

 一般会計の繰出金に当たる額７万円がこちらに入ります。これは税金対

策によるものでございまして、指定正味財産期首残高は４９８万 

９,７６８円で、７万円を超えた５０５万９,７６８円が期末残高になりま

す。 

 Ⅲ基本金増減の部でございます。 

 財団発足に当たり調布市より基本財産３００万円を出資された金額です。

当期の増額はございませんでしたので、基本金の期末残高は３００万円と

なります。 
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 次に、Ⅳ正味財産期末残高は１,２９５万６３０円となります。前年度

より２９万５,０５６円の増となります。 

 次に８ページをごらんいただきたいと思います。平成３０年度の貸借対

照表でございます。平成３１年３月３１日現在の負債を含めた資産の合計

をあらわしております。現在の資産などがどのような状態になっているか

を示すものでございます。 

 Ⅰ資産の部、１流動資産でございます。現金預金の合計が２,５０１万

４,９２８円となり、その内訳が小口現金、普通預金、定期預金となって

おります。 

 ２未収金が５７万８,０４８円、商品が１３９万１５６円、仮払金２１

万７,６１９円でございます。平成３１年度の初日が休館日の月曜日に当

たるため、週末に必要な釣銭と手許金を仮払いとしております。 

 ５前払金は３１年、やはり４月１日からの保険料５万６,３８０円を前

もって支払う必要があった費用でございます。 

 以上、流動資産合計が２,７２５万７,１３１円となり、前年度の 

３,０３８万９,０３３円からの増減額は３１３万１,９０２円の減となり

ます。 

 次に、２固定資産です。 

 基本財産３００万円は安全に運用するため、ＳＭＢＣ日興証券で大阪府

公募公債を購入し運用しております。投資有価証券購入額の２９９万 

５,２０２円に当たります。増減の４,７９８円の差額は普通預金口座で管

理しております。 

 次に、什器備品費１３５万５,３３３円です。平成３０年度の決算から

記載されることになりました。購入費から当期の減価償却費を引いた額と

なります。 

 リース資産はパソコン、車両、コピー機のリース資産で９１０万 

７,７２２円と前年度から１２３万５,５２６円の減となります。 

 以上で固定資産の合計は１,３４５万８,２５７円、前年度から１１万 

９,８０７円の増でございます。 

 流動資産を加えた４,０７１万５,３８８円が資産の合計で前年度より 

３０１万２,０９５円の減となります。 

 次に、Ⅱ負債の部でございます。 

 １流動負債は３月３１日現在で払っていない金額でございます。流動負

債の内訳は１から５でございます。流動負債の合計は２,７７６万 
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４,７５８円となっております。同額が負債の合計となっております。 

 Ⅲ正味財産の部でございます。基本金３００万でございます。先ほど申

しましたように投資有価証券と預金口座の普通預金の口座で管理しており

ます。 

 ２指定正味財産、寄付金でございます。指定正味財産合計が５０５万 

９,７６８円。 

 ３一般正味財産、その他一般正味財産が４８９万８６２円。 

 正味財産合計が１,２９５万６３０円でございます。これは前のページ

の正味財産増減額の計算書の正味財産期末残高と同額になることをご確認

いただければと思います。 

 以上で負債及び正味財産合計が４,７１５万３８８円、資産合計と同額

になります。 

 次に９ページでございます。財産目録は平成３１年３月３１日現在の資

産と負債の内訳になります。 

 Ⅰ資産の部、１流動資産、現金預金の２,５０１万４,９２８円で、内訳

は小口現金、普通預金、定期預金。それから、未収金、商品、仮払金、前

払金に関しては先ほどの前ページの貸借対照表のほうでご説明いたしまし

たので、割愛させていただきます。 

 以上をもちまして、流動資産の合計が２,７２５万７,１３１円。 

 固定資産が投資有価証券ということで２９９万５,２０２円、これは利

益は償還時に確定するためにこの金額になっております。 

 その他固定資産ということで什器備品が１３５万５,３３３円、リース

資産が９０１万７,７２２円。 

 固定資産の合計が１,３４５万８,２５７円、資産の合計が４,０７１万

５,３８８円でございます。 

 Ⅱ負債の部、流動負債が未払費用に関しては１,７１４万９,４３５円。

内訳は管理費以降の内訳でございます。 

 預り金が１１９万８,８０１円。社会保険料や市民税の預り金というこ

との合計でございます。 

 未払消費税等が１７万５,１００円、未払法人税等が１３万３７００円、

リース債務が９１０万７,７２２円ということで、流動負債の合計が 

２,７７６万４,７５８円、負債合計が２,７７６万４,７５８円の同額で、

正味財産合計が資産合計から引きますと、１,２９５万６３０円となりま

す。これは７ページの最後の行でございます、平成３０年度の正味財産増
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減期末残高と同額になります。 

 次に１０ページをごらんいただきたいと思います。財務諸表に関する重

要な会計方針が記載されております。この会計は公益法人会計を基準とし

て採用している。棚卸資産の評価方法、消費税の処理方法などを記載して

おります。新たに固定資産の減価償却の方法が記載されております。 

 次に１１ページをごらんください。４月２５日に行われました、新井監

事、源後監事による業務監査及び会計監査の結果につきましての監査報告

でございます。 

 以上、雑駁ではございますが、平成３０年度一般財団法人調布市武者小

路実篤記念館の収支決算の説明とさせていただきます。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案第８号の説明がありました。 

 続きまして、新井監事から一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款

第２６条の規定により平成３０年度収支決算につきまして監査報告をして

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○新井監事  はい。それでは、平成３０年度の決算監事報告を申し上げ

ます。 

 監事を代表いたしまして、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款

第２６条及び関連法令に基づきまして、平成３０年４月１日から平成３１

年３月３１日までの平成３０年度における業務監査及び会計監査の結果に

つきましてご報告を申し上げます。 

 去る４月２５日、調布市武者小路実篤記念館におきまして関係帳簿をも

とに平成３０年度の決算につきまして事務局より説明を受けました。記載

された全ての内容につきまして慎重に監査をいたしました結果、事業報告

は妥当であり貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は、一般に公

正妥当だと認められる内容になっておりました。公益法人会計基準及び関

係法令に基づき、一般財団法人武者小路実篤記念館定款及び会計規程に従

い、法人の財産及び収支の状況を正しく表示しているものと認め、事務処

理上、あるいは係数上、いずれの点につきましても適正に執行されている

ものと認められました。 

 以上、監査報告です。 

○武者小路理事長  ありがとうございます。 

 ただいま新井監事からご報告がありましたが、決算全般についてご質問

ございませんか。 

（「ありません」の声あり） 
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○武者小路理事長  特にないということですので、異議なしと認め、議

案第８号「平成３０年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館収支決算

書（案）の承認について」は了承することと決定いたしました。 

 議案につきましては以上となります。 

 続きまして、報告事項ですが、事務局から報告についてお願いいたしま

す。 

○事務局長  はい。それでは、報告事項として１件報告させていただき

ます。 

 報告第１号「令和元年調布市議会第２回定例会に提出する一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告について」でございます。 

 これは調布市による財政管理団体である私ども一般財団法人調布市武者

小路実篤記念館の平成３０年度における事業と収支決算、あわせて令和元

年度の事業計画、予算に関する経営状況について、来る令和元年６月に開

催される予定となっております令和元年調布市議会第２回定例会に報告案

件として提出する必要があるため、提出するものでございます。報告の中

身につきましては本日承認していただいた議案の事業報告、それから、決

算書の内容をもとにして経営状況報告を作成しているものでございます。 

 こちらの報告は以上でございます。 

 次に、その他報告として本日お配りいたしました当日配布資料の簡単な

ご説明をさせていただきたいと存じます。 

 まず、春の特別展の図録でございます。現在開催しております「実篤が

みた女性たち」の展覧会の図録でございます。若手２人が手分けをして展

覧会の準備をし、さらにパンフレットも作成したということで、若い人た

ちの力が、また、視点が新たに加わった内容となっているかと思います。 

 次に、館報第３６号、本日ご報告いたしました平成３０年度の事業の報

告を中心にご案内をしております。 

 次に、多摩川イベントラリーのパンフレットでございます。これは毎年

この時期の事業としては皆さんよく聞かれているかと思いますけれども、

パンフレットはなかなかお配りする機会がなかったんですが、多摩川の流

域自治体交流ということで流域の市町村が集まってやっております。各市

１つずつのイベントということで、実篤記念館、４年ほどですか、調布市

の企画ということで挙げていただきまして、このスタンプを押してもらっ

て、２つ集まると応募券がもらえてということの企画でございます。これ

でわりとお客様がこれを目指して、かつ記念館を見ていただくということ
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で、非常に広報媒体としては広く活用されますので、参加している価値が

あるラリーかなというふうに思っております。 

 次に、ミュージアムアドバイザーの報告でございます。毎年事業を中心

にミュージアムアドバイザーの報告をいただいておりました。ただ、平成

２８年度の空調改修、その後の平成２９年度のなかなか安定しない空調機

器や、また、施設の老朽化、設備の老朽化ということで、なかなか私ども

としては専門の方に一度点検、それから、どういうところを注意したらい

いのか、また、計画的にやっていったらいいのかということでアドバイス

を受けて調査をしていただき、それに対して指針となるアドバイスをいた

だきました。 

 アドバイスをいただきましたのは、これは株式会社八武組となっており

ますが、実際はこちらの本館、それから、資料館の増築工事にかかわった

坂倉建築研究所の出身の方がやっております。服部さんという方なんです

けども、この方は増築以降さまざまな改修やこちらが水害に遭ったときの

大改修などのときにも担当者ということでずっとかかわってくださったの

で、実篤記念館の建物や施設に関しては非常に詳しい状況の方でございま

す。ただ、前回の空調に関しては携わっていないということもございまし

て、第三者的な立場で非常に忌憚のない報告をいただいているかと思いま

す。特に空調に関しては不安定という問題がありますので、何らかの形で

対応が必要ということと、あと、展示品の保管の状況ということが非常に

高く最近では求められておりますので、そういった対応を計画的にやって

いったほうがいいということでございました。 

 建物本体、それから、設備や建物設備などについてそれぞれ調査項目、

天井の問題点など、現状の問題点なども聴取し、改善案の提案、それから、

短期的な改善が必要なもの、計画的、中長期的な改善ということで１つの

目安ということが私どもとしては得ることができたかなというふうに考え

ております。 

 ５ページ以降に関しては空調設備が不安定であるということでもう少し

専門的な立場でいろいろこれまでの経緯や問題点、それから中期的な改善

点の検討などを具体的に出していただけたと思います。これは非常に予算

を伴うものでもございますし、市側と計画的にいろいろご相談をしていき、

また、私どももこれをもとに中長期的な施設管理の取り組みということを

まとめていきたいと思っております。特に指定管理が１０年間ということ

で、長きにわたりますので、そういった中長期的な視点から施設の管理、
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設備の管理ということを考えていく上での１つの最初の一歩かというふう

に考えております。 

 その他報告は以上でございます。 

○武者小路理事長  どうもありがとうございます。 

 ただいま事務局から報告事項の説明がありました。ご質問ございません

か。 

（「ありません」の声あり） 

○武者小路理事長  特になしということですので、異議なしと認め、以

上で本日予定していた案件は全て終了いたしました。 

 それでは、これをもちまして、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館

令和元年度第１回定時理事会を閉会とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 

（午後２時３７分 閉会） 


